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1. はじめに 

近年，第 3 世代移動通信，第 4 世代移動通信，無線

LAN (2.4 / 5 GHz) 等の様々な無線通信サービスが展開

されている．これらの無線通信サービスの共用化が可能な

広帯域アンテナが報告されている[1][2]． 

本稿では，先に提案した 610MHz ~ 5.835GHz で

VSWR≦2 となる超広帯域アンテナ[3]を低姿勢化し、3 バ

ンドで動作するマルチバンドアンテナを提案する． 

2. アンテナ構成 

図 1に提案アンテナの構造を示す．低姿勢化のため，先

に提案した超広帯域アンテナ[3]の U 字型モノポールを高

さ 10mmで水平に折り曲げた．下からグランド板，給電点，

モノポールアンテナで構成されている．アンテナ高 10mm

では，VSWR≦2の下限周波数500MHzの0.02λである．

また，グランド板に流れる電流がモノポール部に影響を与

えないよう，グランド板をモノポールアンテナの直下から反

対側に配置した．さらにグランド板に 2 個のスリットを設ける

ことで各々の電流長を制御し，低域での広帯域化を図った．

3. 解析結果 

解析には，有限要素法を基にした ANSYS 社の HFSS 

を用いた．図 2 に VSWR の解析値を示す．500MHz～

900MHz，1.42GHz～3.05GHz，3.44GHz～5.73GHz

の 3バンド内で用いられる 3G，LTE，Wi-Fiの周波数帯で

VSWR≦2満たす．  

図 3 に共振周波数である 800MHz 及び 5.5GHz の電

流分布を示す．各共振周波数の λ/2 長の強い電流が

800MHzではモノポール左側及びグランド板のスリット周辺

に，5.5GHz ではモノポール右側の垂直部付近及びグラン

ド板の右上角周辺に流れており，それぞれの共振に寄与し

ていることが確認できる． 

4. まとめ 

本稿では，先に提案した超広帯域アンテナ[3]の低姿勢

化について報告した．500MHz～900MHz，1.42GHz～

3.05GHz，3.44GHz～5.73GHz の 3 バンドで VSWR≦

2 を満たし，アンテナ高 10mm の低姿勢なマルチバンドア

ンテナを実現した． 
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図 1．提案アンテナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．VSWR解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．電流分布 
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